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　i 的　大1.中・蛋6 i ･^）太溝橡( N S I ）を測史T るりｰに奴1-浪処理を行うt、

ブレング- 法よソ高ヽヽ仮植が得られi が、t 気;*.動ll に明らかtf 咬ｲに」が゛A-られた。

４この変ｲ巳の内峯を検討することを目的tする。
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　方法　未加恭昿脂大豆の永抽出液をla;料とレ。超々浚処理( SOW，2OICH2，冷却）を什，

た。処理液,まア1 ')IレアミFゲIレーぴ’s D sア7 リIレアミド‘ｹﾞ’,レfr気流動分鯉を行い. $

Tz 加無後のヵ11/シウ^塩,こ対する蛋白質・挙動乞,凝固率及｡ぴ‘凝固物・硬さの測定，二よ，

て細べ,何れも未処痙のものヒ比較u か。ま7こ7 S ^ ぴ口S粗脅画毒液iこつヽ･T ill.-?-笈処

理りﾃ-> j 泳動因の良化i 誦ぺだ。i れらと平行レD T ^4 B:'$･: より-S H i を定Ir レ/■;.

　結果　未加熱脱fl& X Lの太抽出液を超誓波処理c BO分間) ずるヒ. 蛋白質（ゲ，し*気泳

動図i: よる7 ／。S ttiI* 60､4°/. ｳヽらJ<?、I･/=,ビなソ. 7 S 成冷の屠レ丿遊下が’認吟られ/こ。

そして永動急度ぶ目s 成合より早い小成合ヵぐ認if>られ;こ。しかレS D S ゲ,レｔ気泳釣図a

趨音波処理,: よ．T もI*とA. じ食化が認*、うa なかった。また7 倍々ロ恥抽出浹i超音茨処

理後加粧，逼｡化力，レ-> ウムを加X. Vo・ｃiO 分。凝固をけわせ。上;I みを除' I T 得A-凝固物

は。未処理のものに比べ堅く。かさ力川ヽさ（，かっ蛋白質。凝固辛が｀あいことをis めた。

- 方7 S ^びいS 粗分画・息液を超着波処理すると，前考でヽiまi脊成蚕。･ｱS が減少0 .

泳動速度・早い新レI' 我分び認められ, 後着いい#とA/ ど纏イむダな（. またS D S Y’'レc

気泳動図＼t何れも処理前ヒI* ヒんビをりが" なか, た。で･，前記水抽出浹の紆藁を再認レ/C.

なお，-5 H 基・fe ■*:値I*求抽出波及ぴ‘粗分直(液共趣奮波処理によ畑成ヤゲ認められた。
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　目的　大豆7 ニ。･タt･j品-flが肩り･i と7 >ハ'■/含眉量ろ力り陥ず狐啜が''-^ ^ < 灸’■･‘h

　互肩ぞもでい3作り｡です‥品髄で作り稼･品々も力i ，乱卜い-, 原即T^^々考i られi

小ヽ，拿有アンペア賃ド＆囚して，> 3 とこう吠ヲヤベ恩あ詐乱尺攻タンノでフ喰中/い7 /ノS

r a ブリシ四し敢的乃･べT･, 今雨:l,J品昶こ^ } 雌f-^ 愚･i 解明てトターぬ邦e (てﾒｰ
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